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国際性と国民性

国
際
性
と
国
民
性
の
閏
題

は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
の
政

治
や
琵
済
だ
け
に
限
ら
な
い
。

日
本
人
の
好
き
な
ス
ポ
ー
ツ
で

も
、
ゴ
ル
フ
と
大
相
撲
は
、
そ

れ
ぞ
れ
国
際
性
と
国
民
性
を
象

徴
す
る
存
在
と
言
え
る
。

4
月
の
マ
ス
タ
ー
ズ
・
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
に
お
け
る
松
山
英
樹

選
手
の
寝
際
は
、
ゴ
ル
フ
の
四

大
メ
ジ
ャ
ー
で
一
番
華
や
か
な

試
合
を
ア
ジ
ア
出
身
者
と
し
て

初
め
て
制
親
し
だ
点
で
国
際
的

に
注
目
さ
れ
た
。
コ
ロ
ナ
渦
で

沈
滞
す
る
日
本
人
の
気
分
を
明

る
く
し
た
快
挙
で
も
あ
る
。

ゴ
ル
フ
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

起
源
の
国
民
性
を
残
し
な
が

ら
、
誰
に
も
分
か
る
単
純
明
快

な
ル
ー
ル
で
ど
の
国
に
も
公
平

な
国
際
競
技
と
し
て
成
熟
し

た
。
勝
敗
が
わ
か
り
や
す
く
選

手
が
異
を
唱
え
な
い
点
で
は
、

ゴ
ル
フ
と
並
ん
で
、
日
本
の
大

相
撲
は
世
界
で
も
屈
指
の
公
平

な
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
。

誤
弼
謙
譲
彊

る
「
拍
車
」
を
も
継
承
し
た
伝

統
文
化
を
担
っ
て
い
る
。
こ
う

し
た
回
国
軽
と
国
民
性
の
調
和

的
発
展
に
関
し
て
、
私
を
含
む

8
人
の
「
大
相
撲
の
継
承
発
展

ー
ツ
の
「
脱
日
本
化
・
コ
ス
モ

ポ
リ
タ
ン
化
」
へ
の
変
容
を
否

定
す
る
こ
と
だ
っ
た
。
あ
え
て

言
つ
な
ら
、
大
相
撲
は
あ
く
ま

で
も
「
一
国
相
撲
主
義
」
に
こ

だ
わ
り
、
「
国
際
相
撲
革
命
」

を
起
こ
す
道
を
歩
薫
い
。
こ

大
相
撲
、
多
国
籍
化
が
奏
功

大
相
撲
は
、
古
典
的
ル
ー
ル

に
忠
実
な
「
国
技
」
で
あ
り
な

が
ら
、
外
国
出
身
力
士
を
積
極

的
に
受
け
入
れ
て
き
た
。
そ
の

総
数
は
、
戦
後
の
昭
和
・
平
成

・
令
和
を
通
じ
て
1
9
2
人
に

達
し
、
う
ち
6
人
は
部
屋
持
ち

親
方
(
師
匠
)
に
法
っ
た
。
し

を
考
え
る
有
識
者
会
議
」
は
4

月
、
提
言
書
を
日
本
相
撲
協
会

に
提
出
し
た
。

そ
の
結
論
は
、
多
数
の
外
国

出
身
者
が
い
る
現
状
を
、
抽
象

的
な
「
国
際
化
」
と
い
う
毒
薬

で
な
く
具
体
的
に
「
多
国
籍
化
」

と
定
義
し
た
上
で
、
こ
の
ス
ポ

れ
ほ
閉
鎖
性
や
排
他
性
と
い
う

に
は
当
た
ら
な
い
。

そ
も
そ
も
、
江
戸
時
代
の
礼

讃
義
塾
繕

打
ち
を
し
た
相
撲
は
、
平
時
に

当
て
身
で
勝
負
す
る
「
や
わ
ら
」

(
柔
道
)
と
と
も
に
武
士
道
に

由
案
す
る
。
剣
道
は
言
わ
ず
も

が
な
で
あ
る
。
鎌
倉
時
代
の
「
吾

賽
銭
」
に
は
「
弓
馬
・
相
撲
の

達
者
」
と
い
う
表
現
が
各
所
に

現
れ
る
。
弓
馬
と
は
武
芸
一
般

で
あ
り
、
相
撲
は
武
士
の
た
し

な
み
で
あ
っ
た
。

0
0
連
勝
を
達
成
し
た
大
相
接

の
横
綱
・
双
柴
山
は
、
幼
少
期

に
右
目
を
笑
明
し
だ
が
、
猛
稽

輔
弼
讃
難

の
防
止
と
健
康
管
理
が
欠
か
せ

な
い
。
春
場
所
で
首
を
強
打
し
、

先
月
急
死
し
た
三
段
目
力
士
・

醤
龍
に
心
か
ら
哀
悼
の
意
を
表

し
た
い
。
関
係
書
に
は
、
稽
古

環
境
の
整
備
と
一
層
の
安
全
対

策
を
望
む
。
<
2
面
に
続
く
>


